
 

 

第６３回学長定例記者会見 発表事項５  

 

平成２７年３月２４日 

 

～広島大学インキュベーション研究拠点紹介～ 

  極限宇宙研究拠点 
    ［研究機能］ 

 

 本学では、７月からの定例記者会見において「広島大学研究拠点」の

紹介を行っています。第８回目となる今回は「極限宇宙研究拠点」の研

究概要についてご紹介いたします。 

 

 

 

 

※ 広島大学研究拠点 

広島大学では、研究において既に世界的水準にある自立型の研究 

拠点を含め、世界トップクラスの研究大学として、国際展開力・発 

信力を強化していくため、その中心的役割を担う「研究拠点」、１７ 

拠点を選定しています。これらの研究拠点には重点支援を行い、特 

に、活発な国際研究活動を通じた国際研究ネットワークの形成によ 

り国際発信力を向上し、本学の国際的評価の向上に寄与することを 

期待しています。 

 

 

 

 

 

 

【お問い合わせ先】 

（本拠点に関すること） 

大学院理学研究科 宇宙・素粒子科学講座 

教授 深澤 泰司 

TEL: 082-424- 7380 

（研究拠点紹介に関すること） 

学術・社会産学連携室広報グループ 楠本 

TEL:082-424-6762 FAX:082-424-6040 

 



広島大学 極限宇宙研究拠点

http://core-u.hiroshima-u.ac.jp/

拠点代表：理学研究科 深沢泰司
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学問的背景学問的背景
広島大学 極限宇宙研究拠点

問 背景問 背景
天体爆発現象
超新星 GRB ミクロな世界（素粒子）

初期宇宙
ビッグバン

超高密度天体

超新星、GRB ミクロな世界（素粒子）

密接な繋がり
超高密度天体
ブラックホール

極限宇宙極限宇宙
マクロな世界（宇宙）

極限宇宙極限宇宙

各研究グループで先端的研究・教育・技術開発
研究教育実績を足掛かりに

グル プ間連携
各研究グル プで先端的研究 教育 技術開発

グループ間連携
他分野との融合

大型実験装置
大型観測施設

さらに大きな一歩

広島大学
大規模計算
理論研究

歩
新たな分野創生を 2



実験 理論

研究推進のイメージ
広島大学 極限宇宙研究拠点

素粒子理論

クォーク物理

実験・理論
連携

高エネルギー原子核
LHC・ALICE実験

素粒子理論

実験・極限宇宙
究連携

高 原 核
衝突実験・宇宙初期

量子色力学
大規模シミュレーション Astro‐H

京コンピュータ

Astro‐H

宇宙論・極限宇宙
理論研究連携

研究連携X線γ線天体観測
極限宇宙
宇宙初期・宇宙論
高エネルギー突発天体

高エネ宇宙

理論研究連携

高エネルギー天体
宇宙線

高エネルギ 突発天体
すざくX線衛星

宇宙物理理論
他波長観測
連携

宇宙線

相対論的天体
宇宙論

光赤外天文学
観測・理論
連携

連携

突発天体 フェルミ・ガンマ線衛星

広島大学 極限宇宙研究拠点

宇宙磁場探査
線衛

かなた望遠鏡
SGMAP計画 3



高エネルギー宇宙研究室
深沢泰司、高橋弘充、大野雅功、北口貴雄（理学研究科）
水野恒史 田中康之 大杉節（宇宙科学セ タ ）

X線ガンマ線観測による宇宙極限天体の物理的解明を推進

水野恒史、田中康之、大杉節（宇宙科学センター）

次期Ｘ線天文衛星ASTRO-H

フェルミ・ガンマ線衛星および
広大開発主要センサー

多彩な国際協力
JAXA、他との強い国内連携

広大開発主要センサ

ブラックホール天体、ジェット天体、中性子星連星、
宇宙線、ガンマ線バースト、銀河銀河団



吉田道利、川端弘治、植村誠、秋田谷洋、内海洋輔、
節 （宇 学 ）

光赤外線天文学研究室

１．かなた望遠鏡とX線ガンマ線天文衛星（フェルミ、
Astro H）の連携による突発天体研究の推進

大杉節、観山正見（宇宙科学センター）

Astro-H）の連携による突発天体研究の推進
（超新星、ガンマ線バースト、ブラックホールなど）

２ 全天偏光サ ベイによる銀河磁場構造の解２．全天偏光サーベイによる銀河磁場構造の解
明・SGMAPプロジェクトの推進

歴史的偏光天体データベース歴史的偏光天体デ タベ ス
”Hiroshima catalog”

３ チベット望遠鏡計画・HinOTORIプロジェク３．チベット望遠鏡計画 HinOTORIプロジェク
トの推進

国外拠点の開発、突発天体研究の拡大



小嶌康史、山本一博、岡部信広（理学研究科）

宇宙物理理論研究室

初期宇宙の揺らぎから銀河・銀河団の形成
基本法則への制約基本法則への制約
真空エネルギー、暗黒物質、修正重力

銀河団ガス・銀河の分布銀河団ガス 銀河の分布

一般相対論天体現象
ブラックホール周辺の物理
パルサー・超高密度・超強磁場の物理

新 新 残骸

Okabe

超新星爆発、超新星残骸
コンピュータシミレーション
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クォーク物理研究室
杉立徹（ＤＰ）、志垣賢太、本間謙輔、三好隆博（理学研究科）
連携 高橋徹（先端物質科学研究科）

宇宙極初期状態の実験的探索

連携：高橋徹（先端物質科学研究科）

宇宙極初期状態の実験的探索
QCD相互作用が創るクォーク物質
日本研究チームを率いて参画
世界最先端加速器施設@CERN世界最先端加速器施設@CERN

• 豊富な国際協力実績
• 大型科研費実績

最先端検出機器開発• 最先端検出機器開発
• 多数の博士論文
• 多くのサイエンス成果

大規模地域解析拠点運用• 大規模地域解析拠点運用



大川正典、両角卓也、石川健一（理学研究科）

素粒子理論研究室
究

連携：稲垣知宏（情報メディアセンター）
梅田貴士（教育学研究科）

●強い力に関する研究
格子ＱＣＤ、ハドロン質量、クォークの性質、
場の理論における時空縮約モデルの研究

●世代の構成と起源に関する研究●世代の構成と起源に関する研究
ＣＰ対称性、時間反転対称性の破れ、
フレーバー階層性の起源、
物質反物質非対称性 暗黒物質の起源物質反物質非対称性、暗黒物質の起源

●重力と素粒子の融合に関する研究
曲がった空間での場の理論、有限温度有限密度
での場の理論での場の理論

格子QCDによる強い力の研究 重力の研究
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西日本で宇宙研

優れた研究教育業績（重要論文多数、多くの外部
獲得資金、多くの学生受賞者、多くの博士論文）

西日本で宇宙研
究の最大拠点

朝日新聞出版「週刊朝日
大学 キ グ

2014

大学ランキング」

2013
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世界へ発信： 国際会議の開催（本年度３回）
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インキュベ ション その先はインキュベ ション その先は

広島大学 極限宇宙研究拠点

インキュベーション、その先はインキュベーション、その先は
• 宇宙科学は さまざまな基礎科学の総合的な応用分野であ宇宙科学は、さまざまな基礎科学の総合的な応用分野であ

ると同時に、基礎科学そのもの。

• 実験・観測現場の多様な最新技術 工学・医学・教育学分実験 観測現場の多様な最新技術 学 医学 教育学分
野とのつながり。

• 極限宇宙は、その研究対象と実験・観測手段の両方におい
て、放射線検出技術と関連。

• 宇宙という極限環境での医学、生物学もこれからの発展が
望 な 究望める重要な研究分野。

• 広島大学独自の天文観測小型衛星開発等のユニークな研
究展開による新たな研究分野創生を軸に 関連する様々な究展開による新たな研究分野創生を軸に、関連する様々な
教育研究分野と連携して分野形成をはかっていく。
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